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   In order to ascertain the origin of free volatile fatty acids (FVFAs) which were detected 
previously in the stomach fluid of porpoises, the acid composition in the culture solutions of the 
microorganisms isolated from the porpoises was studied by GLC. The microorganisms used for the 
experiment were 2 strains of bacteria, Corynebacterium sp. (gram positive) and Vibrio sp. (gram 
 negative), and a strain of Candida tropicalis-like yeast. Incubations were made in peptone-glucose 
medium  (  1  ) by changing growth temperature, pH value and  NaCl concentration. The results 
obtained are as follows. 
    1) In all the microorganisms acetic, propionic,  iso-butyric, isovaleric  ( containing a-methyl 
butyric) and n-valeric acids were produced under any environmental condition and acetic and 
iso-valeric acids usually showed a high value. The concentration of iso-butyric acid from 
Corynebacterium sp. was high in some cases. 
    2) In all the microorganisms acetic acid  decreased and iso-valeric acid increased under the 
optimum condition for growth, and this trend was remarkable especially in the bacteria. In addition, 
the composition of FVFA from Vibrio sp. under the optimum condition for growth was similar to 
that in the stomach fluid of the porpoises  (  2  ).
前報(1)で は,イルカ胃内容液から検出した低級分枝鎖
脂肪酸(低 級分枝酸 と略記)(2)が 胃内で微生物の作
用によ り生成 された ものであるか否 かを検 討するため,
イルカ胃内か ら分離 した微生物(3,4)を 用い,ペ プ ト
ン ・グルコース培地か らのisO吉 草酸な どの低級分枝
酸の生成の有無 を経時的にしらべた。 その結果,い ず
れの供試微 生物か らもisO酪 酸やisO吉 草酸 などの遊
離の低級分枝酸 を常 に生成 することを述べた。 すなわ
ち,イ ルカ胃内容液か ら検 出した遊離 の低級分枝酸 は
胃内で微生物 により生成 されたと考 え られ,ひ いては
イルカ油脂中の低級分枝酸 もこれ らの低級分枝酸 に由
来す ると考 えられる。 しかし,こ れ らの低級分枝酸が
胃内で微生物 により生成 され るとする考 えをよ り確か
にするには,胃 内容液 中の遊離の低級脂肪酸(低 級酸
と略記)組 成が これ ら微生物に より生成 される遊離の
低級酸組成に類似する必要がある。
通常微生物により生成 する遊 離の低級酸組成 は発育
環境条件 により著 しく変化す る。そ こで今回は,前 報
(1)同 様,胃 内か ら分離 した グラム陽性細菌,グ ラム
陰 性細菌お よび酵母 の各1菌 株を用い,発 育環境条件
を変 えることによりペプ トン ・グルコース培地中に生
成す る遊離 の低 級酸 組成 をガス クロマ トグ ラフィー



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































 Table  3. Variation  with  NaCI concentration of the  medium  of  FVFA produced in culture  solutions of micro-
             organisms. 
 NaCl  Total FVFA Fatty acids  (%) 
 (%)*  (ma4/1001111) C2 C3 iC4 C4 iC5 C5 
                                        Corynebacterium sp. 
  0.0 0.48 41.8 0.2 5.2 0.6 51.8 0.4 
  1.0 0.62 40.4 0.1 5.2 0.5 53.4 0.3 
  2.0 0.67 42.6 0.1 5.4 0.5 51.1 0.3 
  3.0 0.70 48.0 0.1 4.4 0.4 46.7 0.4 
  4.0 0.87 51.0 0.1 4.1 0.6 43.9 0.3 
  5.0 1.30 51.2 0.1 4.4 0.9 43.0 0.4 
                                        Vibrio sp. 
 0.0  -
  1.0  1.30 88.7 1.8 1.5 2.0 6.0 tr** 
  2.0 1.31 74.6 0.1 6.2 1.2 17.9 tr 
  3.0 1.39 53.1 tr 5.4 0.5 41.0 tr 
  4.0 1.54 75.4 0.1 2.0 1.0 21.5 tr 
  5.0 2.33 76.0 2.0 2.0 1.5 18.5 tr 
                                 Candida  troPicalis-like yeast 
  0.0 0.35 81.2 2.2 3.6 5.9 7.1 tr 
  1.0 0.46 80.4 2.3 2.9 5.5 8.9 tr 
  2.0 0.43 78.3 1.6 4.3 7.6 8.2 tr 
  3.0 0.42 82.0 3.0 4.6 4.3 6.1 tr 
  4.0 0.44 74.7 2.4 4.7 6.2 12.0 tr 
  5.0 0.77 75.1 2.7 6.5 5.1 10.6 tr 
*  Percentage of  NaCl added to the  PGY medium. * * tr  :  trace.  Conditions of incubation are same as in Table 1 
except for  NaCl concentration of the medium. Data showed the results in 3-day culture.
 Table 4. FVFA in stomach fluid of the whale, 
            Neomeris phocaenoides. 
  Fatty Sample 1 Sample 2 Sample 3 
 acids (%) (%) (%) 
  C2 tr 67.3 38.0 
  C3 3.6 5.6 2.0 
 iso  C4 6.7 4.0 2.4 
  ? 32.4 3.2 2.6 
  C4 1.0 1.3 1.0 
 iso  C5 55.3 18.6 54.0 
 C5 0.9 tr* tr 
* tr : trace. Corynebacterium sp., Vibrio sp., and yeasts 
were isolated from the stomach fluid of sample  1,2, and 
3 respectively.
る。一方,Co7脚66α6'6鋤 〃zsp.の 場合,と くに発育温
度試験での最適温度,す なわ ちイルカ体温付近 に近づ
くにつれ酢酸が激減 しisO吉 草酸が激増す ることで胃
内容液 中の組成(試 料1)に より接近 したが,そ れで
も両者が一致す る段階には ほど遠 く,ま たC'70毎
6α漉 様酵母 の場合には,培 養に より得 られた結果 と胃
内容液中の結果(試 料3)と は著 しく異なっていた。
前 報(3)で 述べ た ように,イ ル カ胃内で はy狛 ガo
sp,が優 占することか ら考 え ると,今 回のWδ ガosp.
の培養液 について得 られた結果 と胃内容液の結果が類
似 していた ことはうなづける事実である。なお,試 料
1と3の 場 合,胃 内 に 碗∂吻 様 の細菌 を検境 に より
認めたが,胃 内で これが優 占していたか否かについて
は明 らかでない。 しか しなが ら,培 地 中に生成 され る
低級酸組成は培地成分で変動す ることが予測され るの
で,今 後 この点の検 討 も必要である。
要 約
イ ル カ胃 内 か ら分 離 した グラ ム陽 性 細 菌(Coryne-
bacteriumsp.),グ ラ ム陰性 細菌(Vibriosp.)お よび
C.tropicalis様 酵 母 に よ り,ペ プ トン ・グル コー ス培
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地か ら生成する遊離の低級酸量 と組成を,発 育温度,
pHお よび塩分濃度 を変 えてしらべ,次 の結果 を得た。
1.各 供試菌株 について,い ずれの環境条件下で も
酢酸,プ ロピオン酸,iso酪 酸,n酪 酸,iso吉 草酸(α
-メチル酪酸 を含む),n吉 草酸 を生成 し,通 常酢酸 と
iso吉 草酸が多かった。なお,Corynebacteriumsp.で
はiso酪 酸 を多 く含 むこともあった。
2.各 供試菌株について,い ずれ も発育最適条件下
で は酢酸 が減少 し,iso吉 草酸の増加 を認めたが,と く
に細菌は この傾向が強か った。なお,Vibriosp.の 最
適条件 下での低級酸組成 は胃内容液中の組成 とよ く類
似 した。
終 りに,本 論 文 の こ校 閲 をい ただ い た東 北 大 学 農学
部 教 授 金 田 尚志 博 士 に対 し謝 意 を表 す る。
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